


町
議
会
６
月
定
例
会
が
平
成
２９
年
６

月
２０
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
２９
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
２８
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

■
平
成
２９
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
３
９
０

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
４４
億

４
６
９
０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。
土

木
費
等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２９
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
３
６
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
１０
億
９
３
４
９

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費

等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２９
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
６
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
１
２
６
３
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２９
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
９
０
６
万
円

を
追
加
し
、
総
額
１１
億
４
１
５
４
万
２

千
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
予
防
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
等
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

■
平
成
２９
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２２
万
円
を
追
加

し
、
総
額
１
億
２
５
６
１
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

■
神
山
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
神

山
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■
神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る

認
定
農
業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
の
割
合
を
４
分
の
１
以
上
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て

■
神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
以
下
１３

人
の
任
命
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

相
原
利
章
さ
ん
（
阿
野
字
松
尾
）

河
野
宏
吉
さ
ん
（
神
領
字
青
井
夫
）

森
昌
槻
さ
ん
（
神
領
字
東
大
久
保
）

森
本
孝
夫
さ
ん
（
阿
野
字
神
木
）

竹
本
公
三
さ
ん
（
下
分
字
今
井
）

武
市
佐
市
さ
ん
（
下
分
字
竹
平
）

加
藤
宏
行
さ
ん
（
下
分
字
地
野
）

田
中
久
博
さ
ん
（
神
領
字
谷
）

田
中
一
重
さ
ん
（
阿
野
字
地
野
々
）

森
三
千
子
さ
ん
（
阿
野
字
臼
嶽
）

佐
々
木
善
兼
さ
ん
（
鬼
籠
野
字
一
ノ
坂
）

井
上
善
司
さ
ん
（
上
分
字
大
中
尾
）

中
西
隆
子
さ
ん
（
鬼
籠
野
字
黒
河
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
鬼

籠
野
字
東
分
の
高
橋
三
枝
子
さ
ん
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

■
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

阿
野
字
大
地
の
大
野
富
美
雄
さ
ん
の

選
任
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
大
埜
地
集
合
住
宅
基
盤
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

専
決
処
分

■
平
成
２８
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
１
７
０
万
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
４９
億
８
０
９
３

万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２８
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
０
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１０
億
８
７
９
７
万

５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２８
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５７
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
１
億
２
１
７
２
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

報
告

■
平
成
２８
年
度
神
山
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

■
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

平
成
２８
年
度
の
決
算
は
１４
期
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
一
般
社
団
法
人
神
山
つ
な
ぐ
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

会
計
帳
簿
、
会
計
書
類
、
重
要
書
類

の
閲
覧
等
を
行
い
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

66666666666666666666666666666666
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会２８

議
案
を
可
決

平成２７年度決算
（）は前年比

■温泉入浴者数
１５９，５５２人（＋１．７％）

■ホテル宿泊者数
１０，４８１人（＋１５．４％）

■総売上高
神山温泉
３４４，６６２千円（＋７．９％）
道の駅
１４６，４４０千円（－１．５％）

■純利益
９，６１６千円（＋３３．８％）
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神山町では新規採用職員の募集を次のとおり行います。

◎ 受 付 期 間 平成２９年７月１８日（火）～８月３日（木）

月曜から金曜の８時３０分より１７時まで

◎ 第１次試験日 平成２９年９月１７日（日）

（１）申込みは、「持参」、「郵便」、「電子申請」のいずれかにより行ってください。

（２）郵便による申込みは、８月３日までの消印のあるものに限り受け付けます。

（３）電子申請による申込みは、８月１日までに到着したものに限り受け付けます。

（４）受付期間経過後の申込みは、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。

◎ 第１次試験会場 徳島文理大学 ９号館 人間生活学部棟

１ 試験区分、採用予定人員及び職務の内容

職 務 の 内 容

神山町において、一般行政事務に従事します。

※採用予定人員は変更になる場合があります。

２ 受験資格

受 験 資 格

昭和５８年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者。

※「卒業程度」とは、試験の程度を示すものであり、学歴を受験資格とするものではありません。

申込み方法など、詳しくは神山町役場ホームページ又は神山町役場総務課人事係（℡０８８－６７６－１１１１・IP電話２０００）

までお問い合せください。

神山町職員採用試験案内

採用予定人員

３名程度

試験区分

高等学校卒業程度

試験区分

高等学校卒業程度

一般事務

一般事務

平成２９年７月１５日発行３
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受付期間 ７月１８日（火）～８月３日（木）
第１次試験日 ９月１７日（日）
�郵便による申込みは、８月３日までの消印のあるものに限り受け付けます。
�受付期間経過後の申込は、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。

１ 試験区分、採用予定人員及び職務の内容
職 務 の 内 容

警防・救急・救助・予防・庶務等の消防業務

２ 受験資格
受 験 資 格

平成４年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者で深夜勤務の出来る者

３ 試験の日時及び試験場
試 験 場

徳島文理大学９号館人間生活学部棟（徳島市山城町西浜傍示１８０）
試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。
なお、付近に駐車場がありませんので交通機関を利用してください。

平成２９年１０月以降（日時及び場所は第１次試験合格者に通知します。）

４ 受験手続
�申込用紙
申込用紙は、名西消防組合消防本部庶務課に請求してください。
郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と朱書し、あて先明記の

１２０円切手を貼った返信用角２封筒を必ず同封してください。
�申込・問い合わせ
〒７７９－３２２３ 徳島県名西郡石井町高川原字高川原６６－８

名西消防組合消防本部庶務課 電話 ０８８－６７４－６７８８

平成２９年度 名西消防組合消防職員採用試験案内

採用予定人員

４名程度

日 時

平成２９年９月１７日（日）
�開場時間 ９時００分から
�試験時間 １０時００分から

試 験 区 分

高等学校卒業程度
消防職員
（消防士）

試験区分

消防職員
（消防士）

区 分

第１次試験

第２次試験

平成２９年度 自 衛 官 等 募 集 案 内

参考

H２８年度募集人員
海 約７０名
空 約７０名

H２８年度募集人員
陸 約２，６７０名
海 約１，３００名
空 約 ７５０名

H２８年度募集人員
陸 約６，０５０名
海 約１，１００名
空 約１，４５０名

H２８年度募集人員
陸 約 ５７０名
海 約 １２０名
空 約 ８０名

その他様々な職種がありますので、詳しくは、

待遇その他

入隊後約６年で
３等海・空尉

入隊後約２年９ヶ月
経過以降選考により
３等陸・海・空曹

所要の教育を経て、
３ヶ月後に２等陸・
海・空士に任用
陸（技術系を除く）は、
１年９ヶ月、陸（技
術系）・海・空は、
２年９ヶ月を１任期
として任用（以降
２年を１任期）

入（校）隊

H３０年３月下旬
～

４月上旬

H３０年３月下旬
～

４月上旬

採用予定通知書
でお知らせします

合格発表

１次
１０月１０日
２次
（空）１１月６日
（海）１１月１４日
最終
H３０年１月２２日

１次
９月２９日
最終
１１月１０日

試験日にお知ら
せします

自衛隊徳島地方協力本部 鴨島地域事務所
〒７７６‐００１０ 吉野川市鴨島町鴨島２１３－１ �０８８３－２４－７００８
ホームページ：http : //www.mod.go.jp/pco/tokushima／

試験期日

１次
９月１８日
２次
１０月１７日～２２日
３次
１１月１８日

～１２月２１日

１次
９月１６日～１８日
２次
１０月５日～１１日

受付時にお知らせ
します
※原則として９月
１６日以降

受付期間

７月１日～
９月８日

７月１日～
９月８日

年間を通じ
て行って
おります

資格

海 １８歳以上
２３歳未満の者
空 １８歳以上
２１歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

募集種目

航 空
学 生

一般曹
候補生

男

子

女

子

自衛官
候補生
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す
み
は
じ
め
住
宅
「
西
分
の

家
」
が
完
成
し
ま
し
た
！

西
分
の
家
は
、
鬼
籠
野
地
区
の
「
す

み
は
じ
め
住
宅
」
と
し
て
改
修
さ
れ
た

築
５６
年
の
民
家
で
す
。
２
階
建
て
の
一

軒
家
が
、
３
〜
４
部
屋
の
個
室
と
、
共

有
キ
ッ
チ
ン
、
共
有
サ
ロ
ン
か
ら
成
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
一
般
社
団
法
人
神
山
つ
な
ぐ

公
社
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
と
と
も
に
運
営
を
担
い
ま
す
。
単

身
者
は
も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
子
ど
も
が

い
る
家
族
で
も
入
居
で
き
る
間
取
り
に

な
っ
て
い
て
、
７
月
よ
り
転
入
希
望
者

の
入
居
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

共
有
キ
ッ
チ
ン
と
共
有
サ
ロ
ン
は
、

入
居
者
以
外
の
方
も
イ
ベ
ン
ト
や
集
会

に
利
用
で
き
ま
す
。
西
分
の
家
は
耐
震

設
計
の
他
、
神
山
の
自
然
環
境
を
考
慮

し
た
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
が
ご
自
宅
の
改
修
を
考
え
る

際
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

��
��
��
��
��
��
����
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昨
年
５
月
に
上
分
中
津
に
自
転
車
レ

ン
タ
ル
店
兼
カ
フ
ェ
の
「
カ
フ
ェ
ブ
ロ

ン
プ
ト
ン
デ
ポ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
移
住
し
て
地
元
オ
ー
ナ
ー
と
一
緒

に
カ
フ
ェ
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
吉
田

大
輔
さ
ん
、智
夏
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

大
輔

昨
年
の
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
、

第
２
期
神
山
も
の
さ
す
塾
に
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
も
の
さ
す
塾

で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
学
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
休
み
の
た
び
に
カ
フ
ェ

ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
に
通
っ
た
り
、
お
手
伝

い
を
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
カ

フ
ェ
の
運

営
を
一
緒

に
進
め
て

い
く
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。

智
夏

い
つ
か
自
分
た
ち
２

人
で
お
店
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ち
ょ

う
ど
仕
事
の
契
約
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
も
あ
っ
た
の
で
、
私
も
１
月
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
住
み
な
が
ら
自
分

た
ち
で
家
を
改
装
し
て
い
て
、
最
初
は

水
、
電
気
、
ガ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
状

態
か
ら
、
５
月
に
や
っ
と
引
っ
越
し
荷

物
の
整
理
が
で
き
ま
し
た
。

〈
神
山
で
の
生
活
に
つ
い
て
〉

家
の
近
く
で
わ
ら
び
が
取
れ
た
り
、

東
京
で
は
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
新
鮮

な
筍
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
り
し
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
食
べ
物
の
旬
や

調
理
の
仕
方
な
ど
、
山
の
暮
ら
し
の
知

恵
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

〈
カ
フ
ェ
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
デ
ポ
に
つ
い
て
〉

オ
ー
ナ
ー
の
大
門
さ
ん
が
、
も
と
は

木
工
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ

だ
っ
た
建
物
を
改
修
し
て

始
め
た
店
で
、
イ
ギ
リ
ス

製
の
自
転
車
ブ
ロ
ン
プ
ト

ン
の
貸
出
と
、
カ
フ
ェ
を

し
て
い
ま
す
。
上
分
の
地

元
の
方
が
利
用
し
て
く
れ

た
り
、
山
や
写
真
が
好
き

な
方
、
自
転
車
好
き
の
方

が
市
内
か
ら
も
立
ち
寄
っ

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
口

コ
ミ
で
店
の
こ
と
を
知
っ

て
、
来
て
く
れ
る
方
が
増

え
て
き
て
嬉
し
い
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

智
夏

大
門
さ
ん
と
一
緒

に
運
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ

な
の
で
、
大
門
さ
ん
た
ち

の
持
ち
味
と
自
分
た
ち
の

持
ち
味
が
、
う
ま
く
補
い
合
え
る
よ
う

な
店
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
る
人
た
ち

に
も
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
空
間
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

大
輔

ま
だ
家
の
改
装
が
終
わ
っ
て
い

な
い
の
で
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
を
居
心
地
よ
く
、
安
定
さ
せ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
た

ら
、
例
え
ば
上
分
地
区
の
人
た
ち
で
一

緒
に
マ
ル
シ
ェ
を
や
っ
て
み
る
な
ど
、

自
分
た
ち
が
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
少

し
ず
つ
試
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

�
�
�
�
�
�
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NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。

お問合せ
�６７６‐１１７７
IP：２０２８

新規移住
相談件数

�����
�����

よし だ だい すけ

吉田 大輔 埼玉県出身
よし だ ち なつ

吉田 智夏 東京都出身

上分字中津在住

カフェブロンプトンデポ
上分字中津５９５

お問合せ：０８０‐２９８２‐１６０８
定休日：火・水曜日

平成２９年７月１５日発行５



国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

〜
神
山
す
だ
ち
編
〜
実
施
予
告

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
て
、
い
よ
い
よ

す
だ
ち
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
神
山
す

だ
ち
で
す
が
、
近
年
で
は
、
未
収
穫
の

ま
ま
黄
色
く
残
っ
た
す
だ
ち
の
木
を
、

よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
、
す
だ
ち
農
家
さ
ん
は
、
人
手

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
時
的
な
人
手
不
足
の
解
消

を
め
ざ
し
、
ま
た
国
際
交
流
に
よ
っ
て
神

山
の
す
だ
ち
農
業
の
新
た
な
可
能
性
を
広

げ
る
べ
く
、
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
〜
神

山
す
だ
ち
編
〜
を
実
施
し
ま
す
。

世
界
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

し
て
い
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と

共
働
し
、
す
だ
ち
収
穫
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
。
今
年
は
試
験
的
に
、
鬼

籠
野
の
若
手
農
家
さ
ん
の
園
地
で
実
施

し
ま
す
が
、
今
後
ど
ん
ど
ん
神
山
町
全

体
に
拡
大
し
て
い
け
た
ら
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
う
ま
く
い
け
ば
、
世
界
各

地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
神
山
の
す
だ

ち
農
業
を
支
え
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
受
け
入
れ
は
６
名
を
予
定
し

て
い
ま
す
。「
海
外
の
方
と
交
流
し
た

い
」
と
い
う
方
、「
自
分
も
一
緒
に
す

だ
ち
収
穫
を
手
伝
い
た
い
」
と
い
う

方
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に

興
味
が
あ
る
」と
い
う
方
、お
気
軽
に
、

川
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話：

０
５
０－

２
０
２
４－

４
９
２
５

E
-m
ail:info@

satoyam
a-m
irai.jp

）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

東
京
の
お
店
の
味
を

お
取
り
寄
せ

新
緑
の
青
色
が
ま
ぶ
し
く
な
っ
て
き

た
５
月
１４
日
、
大
久
保
地
区
に
あ
る
乳

い
ち
ょ
う
の
木
の
側
で
、
昔
な
が
ら
の

道
具
『
ほ
い
ろ
』
を
使
っ
て
ほ
う
じ
茶

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

出
来
立
て
の
お
茶
に
添
え
て
出
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
は
、
東
京
・
神
楽
坂
に

あ
る
和
菓
子
の
お
店
「
梅
花
亭
」
の
す

だ
ち
餅
。「
梅
花
亭
」
は
東
京
す
だ
ち

遍
路
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
店

で
、
こ
の
日
の
為
に
特
別
に
す
だ
ち
餅

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
山
町

産
の
す
だ
ち
の
果

汁
を
つ
か
っ
て
、

見
た
目
も
す
だ
ち

な
す
だ
ち
餅
。
お

茶
の
香
ば
し
い
味

に
と
て
も
よ
く
合

う
和
菓
子
で
し

た
。

そ
し
て
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
暑

い
一
日
だ
っ
た
５
月
２８
日
に
は
「
神
山

温
泉
ま
つ
り
」
で
東
京
の
吉
祥
寺
に
あ

る
お
店
「
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ズ
」
の
生
ス

ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
お
取
り
寄
せ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
ご
用
意
し
た
の
は
神
山
町
産
の

梅
干
し
を
使
っ
た
梅
干
し
味
と
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
風
味
が
よ
く
分
か
る
プ
レ
ー

ン
味
。
プ
レ
ー
ン
味
に
は
そ
の
場
で
す

だ
ち
果
汁
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
だ
ち
の
酸
味
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
に

と
て
も
ピ
ッ
タ
リ
！
梅
干
し
味
は
お
店

で
も
期
間
限
定
で
出
し
て
く
れ
て
い
た

メ
ニ
ュ
ー
で
、
神
山
ル
ビ
ィ
の
梅
干
し

を
使
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
梅

干
し
、
意
外
な
組
み
合
わ
せ
に
買
い
求

め
ら
れ
た
人
か
ら
「
梅
す
っ
ぱ
い
け
ど

美
味
し
い
」「
梅
干
し
の
味
が
し
て
面

白
い
！
」
と
評
判
も
上
々
。

遠
く
、
東
京
の
お
店
で
使
わ
れ
て
い

る
神
山
町
の
す
だ
ち
と
梅
干
し
。
姿
を

変
え
て
甘
い
ス
イ
ー
ツ
に
な
っ
て
故
郷

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
す
だ
ち
餅
と
生

フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ど
ち
ら
も

神
山
町
の
方
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら

え
て
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
こ
う
い

う
機
会
を
こ
れ
か

ら
も
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

春の江田集
落。蛍が飛
び交う夕暮
れに散歩す
る時間が一
番の贅沢で
す。年々増
える蛍の光

に心を奪われながら、来年
はもっと増えるのかなと淡
い期待を込めて夏を迎えま
す。 【植田 彰弘】

７月で着任２年になりま
す。今年の七夕のお願いご
とは「美味しいお米がとれ
ますように」。家族で初め
てのお米づくりに挑戦して
います！ 【織田 智佳】

今年から稲
作はじめま
した。メン
バーは皆米
作り１年生
の「素人米」。
知らないこ
とだらけで、

勉強の日々です。田んぼの
おかげで、早起きできるよ
うになりました。出勤前の
朝の田んぼ、最高！

【川野 歩美】

神山に来てからもうすぐ１
年になります。２年目の夏
に挑戦したい事はやっぱり
阿波踊り！桜花連に入って
笛を特訓中です。なかなか
思うように音が出せないで
すが、笛の練習は楽しいで
す。 【神野 昌子】

すだち餅

梅干しフローズンヨーグルト

�����
��	

６広報かみやま No.３１１
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地域おこし協力隊のこと
総務省は、平成２０年に「地域力創造プラン～自然との「共生」を核として～」を発表しました。

このプランの第二番目の柱として「地域連携による「自然との共生」の推進」を図ることとしてい
ます。そして、その取り組みの１つとなるのが「地域おこし協力隊」です。

地域おこし協力隊とは
地域ブランドや地場産品の開発・販売・PRや、農林水産業への従事などの地域協力活動を行い

ながら、その地域への定住・定着を図る取り組みが地域おこし協力隊です。
都市地域から過疎地域等へ生活の拠点を移した者を、地方公共団体が地域おこし協力隊として委

嘱します。隊員の任期は最長３年間で、隊員にかかる経費は、国から特別交付税という形で交付さ
れています。

�������	
��������	

�������������

参考：総務省提供資料（地域おこし協力隊推進要綱、地域おこし協力隊受入れに関する手引き、地域おこし協力隊Q&A等）

�������	
��
また、３年間の任期が終了しても神山町へ定住する

ためには、これらの活動のほか、各々が一定の資金の
確保や試行錯誤をする経験も必要です。そのため、隊
員たちはそれぞれの視点から、特産品を活かした起
業、お米栽培などの就農準備、景観を活かしたイベン
トの企画運営等の活動など、さまざまな地域協力活動
を踏まえた個人の起業等への取り組みも同時に行って
います。

神山町の地域おこし協力隊経験者
などが立ち上げたNPO法人里山み
らいに所属して、町の特産品である
すだちや梅のPR、販売等の地域協
力活動をみんなで行っています。
（※活動内容は、毎号広報かみやま
の地域おこし協力隊だよりにて紹介
中！）

人口減少や高齢化等の進行が著しい神山町で、地域の維
持・強化を図るためには、担い手となる人材の確保が重要
な課題のひとつです。
その中で、地域協力活動に意欲を持ち、定住の意向のあ

る地域おこし協力隊たちの力が神山町にとって大切です。

お問い合わせ先
総務課 電話番号０８８－６７６－１１１１（IP２００１） 地域おこし協力隊担当まで

�������	
�����
�������������

平成２９年７月１５日発行７
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▲７月２日、ミニエスエル下分七夕号には約２００人の子供や
保護者たちが乗車しました。

▲６月２３日、旧上分中学校で短冊やボールなどの飾りを１４０袋
にそれぞれ仕分けました。

▲６月２４日、竹を切って集めました。

▲６月２５日、旧上分中学校グラウンド
で笹に短冊などを飾り付けました
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神
山
の
今
の
動
き
を
知
る
町
民
・
町

内
バ
ス
ツ
ア
ー
順
調
に
続
け
て
い
ま

す
！町

外
の
視
察
者
で
は
な
く
、
地
元
の

人
に
最
近
の
神
山
の
動
き
を
見
て
も
ら

う
た
め
の
町
民
・
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
、

去
年
１０
月
の
テ
ス
ト
開
催
以
降
順
調
に

回
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
６
月
末
ま
で

に
テ
ス
ト
開
催
を
含
め
て
１２
回
開
催

し
、１
４
２
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
方
達
か
ら
は
、「
町

外
の
人
に
最
近
の
神
山
す
ご
い
ね
と
言

わ
れ
て
も
何
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
こ
れ
か
ら
少
し
は
話
し
て
あ
げ
ら

れ
そ
う
。」「
ま
ず
は
家
族
に
話
し
て
、

今
度
一
緒
に
行
っ
て
み
る
。」「
町
外
に

出
て
行
き
た
い
と
い
う
子
ど
も
に
神
山

に
は
こ
ん
な
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
と

話
し
て
あ
げ
た
い
。」
な
ど
、
と
て
も

良
い
反
応
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
町
民
・
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
は
今

後
も
な
が
く
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
参
加
者
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
こ
ん
な
ツ
ア
ー
が
あ
る
な
ら

行
っ
て
み
た
い
・
誰
か
を
連
れ
て
行
っ

て
あ
げ
た
い
な
ど
、
少
し
で
も
興
味
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は

５
名
以
上
１５
名

程
度
の
グ
ル
ー

プ
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
開
催

日
や
訪
問
先
は

相
談
し
な
が
ら

決
め
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先：
役
場
総
務
課

企
画

調
整
担
当

電
話：

０
８
８－

６
７
６－

１
１
１
１

メ
ー
ル：

info@
kam
iyam

a.i-tokushim
a.jp

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
の
出
し
方

・
燃
や
す
ご
み
や
紙
お
む
つ
な
ど
、
他

の
ご
み
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
古
着
の
出
し
方

・
粗
大
ご
み
の
日
に
市
販
の
透
明
又
は

半
透
明
の
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み
の
出
し
方

・
必
ず
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
り
、
名

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
耕
耘
機
、
噴
霧
器
な
ど
農
業
用
の
粗

大
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
布
団
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
等
で
束
ね

て
、
運
び
や
す
い
大
き
さ
に
し
て
く

だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。（
ひ
も
部
分
に
巻
き

付
け
る
）

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
出
し
方

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
は
、
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
及
び
衣
類
乾
燥
機
の
こ
と
で
す
。

・
原
則
、
廃
棄
す
る
家
電
を
「
購
入
し

た
」
お
店
、
又
は
「
買
換
え
」
す
る

お
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

・
町
に
出
す
場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

料
、
運
搬
料
を
支
払
っ
て
指
定
場
所

（
役
場
本
庁
・
支
所
・
公
民
館
）
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

神
山
町
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
に

つ
い
て

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、
緊
急
時
に
お

け
る
連
絡
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に

そ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
神
山
町

緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

事
業
概
要

●
緊
急
通
報
装
置

家
庭
用
電
話
回
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
に
接
続
し
、
簡

単
な
ボ
タ
ン
操
作
を
行
う
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

●
無
線
ペ
ン
ダ
ン
ト

首
掛
け
式
の
機
械
を
利
用
し
、
緊
急

通
報
装
置
か
ら
約
５０
メ
ー
ト
ル
以
内
の

離
れ
た
場
所
か
ら
緊
急
通
報
装
置
を
通

し
て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

●
人
感
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

セ
ン
サ
ー
検
知
に
よ
り
１２
時
間
を
超

え
て
連
続
し
た
動
き
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
場
合
、
緊
急
通
報
装
置
を
通
し

て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
通
報
し
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
あ
っ
た

場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者

様
の
緊
急
通
報
装
置
を
通
し
て
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
呼
び
か
け
に
応
答
が

な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
協
力

員
、家
族
及
び
消
防
署
に
連
絡
し
、安
否

確
認
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

こ
の
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①

神
山
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②

６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－
１
１
１
１

Ｉ
Ｐ

２
０
０
１

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
１
１
３

Ｉ
Ｐ
２
０
０
３

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
１
１
４

Ｉ
Ｐ
２
０
０
４

�����
���	

�����
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て
い
る
方

③

施
設
入
所
及
び
９０
日
を
超
え
る
長

期
入
院
の
状
態
に
な
い
方

利
用
負
担
金

１
か
月
に
つ
き
３
０
０
円

８
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証

の
定
期
更
新
月
で
す

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
２９
年
７
月
３１
日
」
と
な
っ
て
い

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
を
、
１
人
に
１
枚
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

７
月
中
に
神
山
町
税
務
保
険
課
か

ら
、
有
効
期
限

平
成
３０
年
７
月
３１
日

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証

【
紫
色
】
を
お
届
け
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
古
い
被
保
険
者

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
使
え
ま
せ
ん
の

で
、
受
診
の
際
は
有
効
期
限
を
確
認

し
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

新
し
い
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限
平

成
３０
年
７
月
３１
日
）の
裏
面
に
、臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
啓
発

や
知
識
を
深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移

植
と
は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方
の
健

康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能
を
回
復
さ

せ
る
医
療
で
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意

思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思
の
変

更
が
で
き
ま
す
。

臓
器
提
供
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家

族
と
話
し
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任

意
で
あ
り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
薄
い
紫

色
）
を
お
持
ち
の
方
へ

平
成
２８
年
度
の
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
平
成
２９
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
は
、
７
月
末
ま
で
に
神
山
町
税

務
保
険
課
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
更
新
申

請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区

分
が
「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
「
過
去
１２
か

月
で
９０
日
を
超
え
る
入
院
」
を
さ
れ
た

方
は
、
神
山
町
税
務
保
険
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事

代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ
る
自
己

負
担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し

ま
す徳

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
新
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た

場
合
に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

軽
減
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
を
平
成
２９
年
９
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

通
知
の
対
象
者
は
、
本
年
５
月
に
医

療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た
場
合
に

自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
方

で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ
有
効
成

分
を
使
っ
て
作
ら
れ
、
新
薬
と
同
等
の

効
果
、
効
能
を
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
す
。

な
お
、
す
べ
て
の
お
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

電
話

０
８
８
―
６
７
７
―
３
６
６
６

７
月
は
神
山
町
国
民
健
康
被
保
険
者

証
の
定
期
更
新
月
で
す

現
在
、
神
山
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
２９
年
７
月
３１
日
」
の
保
険
証
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
７
月
中
に
神
山

町
税
務
保
険
課
か
ら
、
有
効
期
限
平
成

３０
年
７
月
３１
日
の
新
し
い
保
険
証
を
お

届
け
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
古
い
保
険
証
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
の
際
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

国
保
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
は
、
平
成
２９

年
７
月
３１
日
ま
で
に
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
。
引
き
続
き
交
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
神
山
町
役
場
か
広
野
支
所
に
て
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。
８
月
１
日
以
降

は
、
古
い
認
定
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区

分
が
「
オ
」
又
は
「
低
Ⅱ
」
の
方
で
、

過
去
１２
ヶ
月
で
９０
日
を
超
え
る
入
院
を

さ
れ
た
方
は
、
申
請
に
よ
り
入
院
時
の

食
事
代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

神
山
町
役
場

税
務
保
険
課

国
保
係

電
話

０
８
８
―
６
７
６
―
１
１
１
５

Ｉ
Ｐ

２
０
０
５

農
作
物
被
害
防
護
柵
設
置
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
の
野

生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
電
気
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
等
の

防
護
用
資
材
購
入
費
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

・
農
作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
町
内
に
設
置
し
た
防
護
柵
等
の
資

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６
‐
１
１
１
８

Ｉ
Ｐ

２
０
０
７

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
１
１
５

Ｉ
Ｐ
２
０
０
５
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材
購
入
費
（
設
置
に
係
る
人
件
費
は

対
象
外
）

・
防
護
柵
を
設
置
す
る
距
離
が
三
十

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

・
一
施
設
の
事
業
費
が
三
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と

助
成
金

補
助
対
象
事
業
費
の
十
分
の
五
以
内

の
額
（
最
高
二
十
五
万
円
）

申
込
み

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

産
業
観
光
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た

神
山
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
し
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
取
組
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
和

問
題
は
解
決
に
向
か
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
今
な
お
許
し
が
た
い
差
別
事
件
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
国
的
に
み
て
も
、
情
報

化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
同
和
地
区
と
称
し
て
地
名
を
書

き
込
む
な
ど
の
行
為
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
２８

年
１２
月
９
日
に
成
立
し
、
同
月
１６
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と

に
、
部
落
差
別
の
解
消
の
必
要
性
に
つ

い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
解
消
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
談

体
制
の
充
実
や
教
育
啓
発
の
推
進
に
努

め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

神
山
町
で
は
法
律
の
趣
旨
を
ふ
ま

え
、
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
、
国
や

県
等
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
し
、
差
別
や
偏
見
の
な
い

豊
か
で
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

神
山
町
成
人
式
の
ご
案
内

神
山
町
で
は
、
新
成
人
を
祝
福
し
激

励
す
る
と
と
も
に
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
促
し
将
来
の
幸
せ
を
祈
念
す
る
た

め
、
成
人
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
平
成
３０
年
成
人
式
】

日
時

平
成
３０
年
１
月
２
日
（
火
）

場
所

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

日
程

午
前
９
時
３０
分
〜

受
付

午
前
１０
時
〜

式
典

午
前
１０
時
３０
分
〜

写
真
撮
影

午
前
１１
時
〜

記
念
講
演

【
成
人
式
の
対
象
と
な
る
方
】

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
１０
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

①

町
内
の
中
学
校
卒
業
生
及
び
町
内

の
小
学
校
を
卒
業
し
、
町
外
の
中

学
校
等
を
卒
業
さ
れ
た
方
。

②

９
月
１
日
現
在
、
神
山
町
に
住
民

登
録
の
あ
る
方
。

※

成
人
式
該
当
者
に
は
、
９
月
中
に

案
内
状
を
本
人
住
所
へ
送
付
い
た

し
ま
す
。
案
内
状
が
届
か
な
か
っ

た
方
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
社
協
か
ら
の
お
願
い

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
お
譲
り
下
さ
い

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
で
は
、
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
お
譲
り
頂
き
、

洗
浄
・
消
毒
等
の
衛
生
処
理
と
点
検
の

後
、
希
望
者
の
方
に
無
料
で
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
た
く
さ
ん
の

利
用
が
あ
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

在
庫
（
特
に
新
生
児
用
）
が
不
足
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
、
お
譲
り
い
た

だ
け
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

神
山
町
神
領
字
本
上
角
九
三
番
地
一

電

話

０
８
８－

６
７
６－

１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８－

６
７
６－

０
９
０
６

徳
島
県
職
員
採
用
試
験

●
徳
島
県
職
員
等
採
用
試
験
（
大
学
卒

業
程
度
（
司
書
）、
短
期
大
学
卒
業
程

度
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
９
月
２４
日
�
徳
島

大
学
総
合
科
学
部

【
受
付
期
間
】
８
月
１０
日
�
〜
８
月
２８

日
�

【
試
験
区
分
】

（
大
学
卒
業
程
度
）
司
書

（
短
期
大
学
卒
業
程
度
）
総
合
土
木
、

診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
一
般
事
務
、

学
校
事
務
、
警
察
事
務
、
林
業

【
問
合
せ
先
】
県
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課

（
�
０
８
８－

６
２
１－

３
２
１
２
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８－

６
２
１－

２
８
８
７
）

お
詫
び
と
訂
正

広
報
か
み
や
ま
第
３
１
０
号
に
お

い
て
、
各
課
の
配
置
と
仕
事
内
容
の

下
分
保
育
所
に
保
育
士
・
阿
部
早
苗

が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
５
２
２

Ｉ
Ｐ
２
０
０
９
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平成２９年７月１５日発行１３



前回に続き、「夢・元気・笑顔～健康かみやま２１～第２期計画」の課題を取り上げます。
今回は身体活動・運動についてです。

身体活動・運動とは？

身体活動とは、安静にしている状態以外の就業や家事などの生活活動を含むすべての動きをいい、
運動とは身体活動のうち、ウォーキングやスポーツなど健康・体力の維持・増進を目的として行わ
れるものをいいます。

身体活動・運動の効果

身体活動を増加することは、生活習慣病の発症や要介護状態の予防につながります。

高齢者の運動器疾患（骨、関節、筋肉などの

病気や衰え）が増加しており、要介護の原因

の一つです。身体活動・運動は高齢者の介護

予防としての効果もあります。

どんな身体活動・運動がいいの？

ウォーキングやスポーツだけでなく、ストレッチ、テレビを見ながらの足踏み
や屈伸運動、農作業や家事、子どもと遊ぶことなども身体活動です。軽めの運動
を長く続けていくことが重要なため、今より１０分でも長く体を動かすことから始
めましょう。
個人の状態に合わせて日常生活の中で無理なく運動することが大切です！

より身体活動・運動のために

次の項目を一緒に取り組みましょう。

行 政
●運動の推進をします。
・誰もができる運動方法の提供
・健康体操等を広める
●歩数計利用の啓発を行います。
・「プラス１０００歩！あわーチャレンジ」等の
活用

●ウォーキング大会の開催をします。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL６７６－１１１４ IP２００４

身体活動・運動について

身体活動や運動の量が多い人は、少ない人と

比較してがん、循環器疾患（脳出血、脳梗塞、

狭心症、心筋梗塞など）、糖尿病などの病気に

なりにくい。

個人・地域
●町内の行事へ参加するなど、日常生活を活
動的に行いましょう。

●年齢や体調に合わせて、自分に合った楽し
く続けられる運動を行いましょう。

●歩いて行ける場所には、できるだけ車を使
わないようにしましょう。

健康づくりシリーズ○１０８

１４広報かみやま No.３１１
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H２９年４月に行者野地区に“さくらサロン”という地域の皆さんが集う場ができました。
住民の皆さんが自主的に運営し、週１回開催しています。

Q さくらサロンという名前の由来は？
A． ４月からサロンを開始するときに、桜が満開できれいだったのでさくらサロンという名前にし

ました。
Q さくらサロンを始めようと思ったきっかけは？
A． 高齢者生活支援サポーター養成講座を受けた５人が「行者野地区でも何かできないかな？」と

思っていた時に、H２９年３月に開催された高齢者生活支援サポーターフォローアップ講座で、鴬
先生の“いきいき百歳体操”を「地域で５人以上集まれるところは始めてみましょう」と呼び
掛けてくださったので、認知症予防と体を動かすことを目的に開始しました。

Q さくらサロンではどのようなことをしていますか？
A． いきいき百歳体操をして、そのあとNPO法人生涯現役応援隊の“やまびこサロン”や“アイ・

アイ サロン”で習ってきたゲームなどのレクレーションをみんなで楽しくやっています。最
後に３０分程度ティータイムを設けて、皆で話をしてコミュニケーションを図っています。

Q 他の地区の人へのメッセージをお願いします
A． さくらサロンは皆さん楽しんで参加されていますので、皆が元気で過ごせるように集える場を

設けてはいかがでしょうか？集える場があるのはとてもいいです。生きがいにもなりますよ。

����	
����
●体を動かすことはとても楽しい。家で一人では体操できないけ
れど、皆とならできる。

●一人暮らしなので、誰とも話をする機会がないけれど、ここに
来るとみんなと話ができて楽しい。

●一人暮らしで車も運転しないから誘ってもらうことで外出でき
ている。和気あいあいと楽しく参加させてもらえている。

●皆が元気で長生きできるように、サロンを継続していきたい。
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■□ お知らせ □■
認知症の早期発見を推進し、認知症の重症化の抑制や治療可能な認知症への確実な対応を目的として、
「認知症スクリーニング検査」を実施します。
平成２９年度に６０～７４歳の方で、事業対象者・要支援・要介護認定を受けていない方が対象です。
該当する方へ平成２９年７月初旬に調査票を個別に送付しましたので、ご回答よろしくお願いいたします。
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介護予防シリーズ�
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●平成２５年８月から『特別警報』の発表を開始しています！
気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれが
ある時に、警報を発表して警戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨や大き
な津波等が予想され、重大な災害による危険性が高まっていることをお知らせ
し、特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表します。
特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、我が国の観測史上最高の潮位

を記録した「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成２３
年台風第１２号」の豪雨等が該当します。
特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外の状況

や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。
また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、早め早
めの行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

お問い合わせ先 気象庁徳島地方気象台防災業務課 電話０８８－６２６－０６７６

●備蓄品の見直し！ポイントは自助・共助 事前防災の取組を！
国の防災基本計画において、神山町のような地方の市町村では、「食料や飲

料水、乾電池、携帯電話の電池式充電器、カセットコンロ、簡易トイレ等の家庭
備蓄を１週間分以上確保するなどの細かい対応を推進する。」と示されました。
災害に備え備蓄することなど、自らの身は自分で守る「自助」と自分たちの
住んでいる地域は自分たちで守る「共助」が災害発生時には非常に重要であり、
被害を少しでも抑えることができるよう、家庭内での話し合いや防災訓練への
参加など事前防災の取り組みにご協力をお願いします。
なお、地域を共に守る「共助」には、自主防災組織の設立が不可欠となりま
す。個人や家族の力でだけではどうしても限界があります。隣近所の方々と力
を合わせ、お互いに助け合うことが必要となりますので、自主防災組織が未設
置の地区では設立に向けた積極的な取り組みをお願いします。

自主防災組織に関するお問い合わせ先
神山町役場総務課 電話６７６－１１１１ IP２０００・２００１

防災シリーズ�

地 区

下 分（宇井・樫谷・拝府・暮石）
下 分（栗生野）
下 分（三ツ木・下中内・上中
内・竹平）
下 分（地野）
下 分（西稲原・箱石・花ノ木・
矢ノ内）
下 分（中稲原東・中稲原西）
下 分（喜来谷）
下 分（松ノ本・京地）
下 分（大亀石・左右山・東寺・
中寺・西寺・下出張・中出張・
上出張・今井・下大草・上大草・
今井団地・大久保・谷口・安吉・
みどり）
下 分（東稲原）
神 領（北・谷・野間）
神 領（小野）
鬼籠野（猪ノ頭・一ノ坂）
鬼籠野（坂瀬川・日浦・黒河・
喜来）
鬼籠野（川東・東分・中分・西
分・阿保坂・東分住宅・西分住
宅）

組 織 名

千里西部自主防災会
栗生野自主防災会
千里東部自主防災会

地野自主防災会
西稲原自主防災会

中稲原自主防災会
喜来谷自主防災会
松ノ本・京地自主防災会
中組自主防災会

東稲原自主防災会
神領上自主防災会
小野戸主自主防災会
紅葉自主防災会
中央自主防災会

千歳自主防災会

番号

１
２
３

４
５

６
７
８
９

１０
１１
１２
１３
１４

１５

地 区

鬼籠野（中津川・中内・小原・
元山）
阿 川（松尾）
阿 川（本名・福原・井ノ谷・
井ノ谷団地・黒木・船底）
阿 川（宇度木・日浦・上河内）
広 野（五反地）
広 野（大地・名田河・雨返・
椚野）
上 分（殿宮・本根川・府殿）
上 分（大中尾）
上 分（中津）
上 分（金泉）
上 分（江田）
上 分（川又）
上 分（川又）
下 分（中谷・名本）
下 分（長野・中喜来・下喜来・
焼山・落ノ跡・蔭）
左右内（釘貫・西左右内・松坂・
東左右内・城川内）
左右内（鍋岩・庄部・黒口・刈
初）

組 織 名

南谷自主防災会

松尾地区自主防災会
阿川東部地区自主防災会

阿川西部地区自主防災会
五反地自主防災会
大地谷自主防災会

殿宮自衛消防隊
大中尾自衛消防隊
中津自衛消防隊
金泉自衛消防隊
江田自衛消防隊
川又自衛消防隊
川又婦人消防隊
中谷・名本自衛消防隊
喜来谷自衛消防隊

若松自衛消防隊

玉谷自衛消防隊

番号

１６

１７
１８

１９
２０
２１

２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０

３１

３２

自主防災組織等一覧
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☆年金請求書の手続漏れがありませんか？☆

☆国民年金保険料は納付期限までに納めましょう☆

老齢基礎年金を受け取るのに必要な期間（受給資格期間）が、「２５年」から「１０年」に短

縮されることになりました。日本年金機構では、これまでに対象となる方に黄色の封筒(A

４サイズ）をお届けしています。

制度の開始は、平成２９年８月１日（最も早い年金のお支払いは平成２９年１０月）です。まだ、

請求手続をされていない方は、今すぐねんきんダイヤルでご予約の上、年金事務所にて手続

を行ってください。

ねんきんダイヤル ０５７０－０５－１１６５
０５０で始まる電話でおかけになる場合は℡０３－６７００－１１６５

月曜日（月曜日が休日の場合は、休日明けの初日）／８：３０～１９：００

火～金曜日／８：３０～１７：１５ 第２土曜日／９：３０～１６：００

◎土曜・日曜・祝日（第２土曜を除く）はご利用いただけません。

平成２９年４月分から平成３０年３月分までの国民年金保険料は、月額１６，４９０円です。保険料

は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることが

できます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そし

て便利でお得な口座振替もあります。

未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに

納付がない場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方（被保険者本人、

連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります）の財産を差し押さえることがあ

りますので、早めの納付をお願いします。

所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度があり

ますので、市区役所・町村役場の国民年金窓口へご相談ください。

詳しくは徳島北年金事務所 電話０８８－６５５－０２００
または住民課年金係 電話０８８－６７６－１１１３（IP２００３）までお問い合わせください。

りりよよだだ金金年年民民国国

平成２９年７月１５日発行１７
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これからの時期、梅雨が明けると暑さも本格的に強まり、夏がやってきます。
夏は海や川など、水辺でのレジャーを楽しむ機会が増える季節ですね。
自然に触れることは楽しみがある反面、自然ならではの危険もあります。
水辺での事故を防ぐ為には自然を甘く見ず、危険を認識することです。
今回の消防署だよりでは水辺でのレジャーで注意すべき点を紹介します。

★ 川ではいろいろな楽しみ方がありますが・・・

川などのレジャーでは、釣りや魚とり、水遊びなどの他に河原でのバーベキューなどの必ず
しも水に入ることを目的としない楽しみ方があります。しかしながら、そのような河川でも毎
年のように水難事故が発生しています。ではそのような事故を防ぐには？

★ 川の地形・天候に注意！

１ 地形を知りましょう
一見、穏やかそうな川でも、川の状態は、曲がり方、傾斜、岩の突出などの地形により右岸

と左岸では川の流れが違っています。また川底に深みがあったりすると急に流されてしまう危
険があります。

２ 危険を示す掲示板がある場所は避けましょう。
川では危険を示す掲示板が設置されているところがあります。
そうした場所では同じ川でも流れが速くなっていたり、急に深くなっている危険があります。

高所からの飛び込みはもってのほかです。近づかないようにしましょう。

３ 天候や川の変化には注意しましょう。
川辺にいるときは、天候の変化、川の状態に注意しましょう。
次のような変化が見られたとき、川の水が急に増えるサインです。

・上流の空に黒い雲が見えた ・雷が聞こえた
・雨が降り始めた ・落ち葉や流木が流れてきた
このような変化が見られたら、すぐ避難しましょう。

★ 装備や体調は万全ですか？

１ 装備を整えましょう
魚とりや釣りをするときには、ライフジャケットやスパイクブーツなど体に合った物を正し

く着用し、危険な場所を避け、近づかないようにしましょう。

２ 体調は万全に！
体調が優れないときや、睡眠不足で疲れているときは、水泳や釣りなどは控えましょう。事

故に繋がる可能性が高くなります。また、レジャー中に疲れを感じた場合、水分補給をし、日
陰で休むようにしましょう。

３ 飲酒後、飲酒しながらのレジャーは絶対にやめましょう！
身の回りで飲酒しているのに水泳をしようとしている人がいたら

絶対止めましょう！

★ 子供だけでは絶対に遊ばせないようにしましょう！

以上の事に気をつけて、楽しく夏を満喫しましょう！

１８広報かみやま No.３１１
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住民一人一人の心がけで犯罪は減らすことができます。
在宅中にゴミ出しや農作業などで短時間、留守にする場合でも必ず家に鍵をかけるよう徹底

してください。
また、車や二輪なども同様です。必ず鍵をかけるとともに、車内や前かごに貴重品などは決

して置かないようにしましょう。
被害に遭って後悔するより、まず、被害に遭わないようにしましょう。

夏場が近づくと、河川における釣り、
水泳、キャンプ中の水の事故が増加し
ます。
楽しく河川を利用するために、次の

ことに注意しましょう。
☆ お出かけ前には

事前に天気予報の確認をする。
☆ 目的地では
・テントは安全な場所に設置する。
・携帯電話は通話可能か確認する。
・子どもの動きには特に要注意。
・飲酒しての遊泳は絶対禁止。
・川は安全でないことを自覚する。

などに注意してください。

〈通報・相談先〉
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水の事故に注意！

平成２９年７月１５日発行１９
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野菜１日３５０g!

●そのまま付け合わせやお弁当に
●オクラのナムル
・縦半分に切り、塩とごま油で和える。

●梅おかか和え
・好みの幅に切ったオクラ＋梅肉＋かつお節で和え
る。

※冷凍オクラを使うと簡単。

●オクラと豆腐のサラダ
・好みの幅に切ったオクラ＋半分に切ったプチトマト
＋さいの目切りの豆腐＋せん切りの青じそ＋塩、こ
しょう、ごま、和風ドレッシングで和える。
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オクラ（２本分）
栄養価：２０g＝エネルギー ６kcal、カリウム ５２㎎、
ビタミンA １１μg、葉酸 ２２μg、ビタミンC ２㎎、
食物繊維 １g
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～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～
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１本＝約１０g
１袋＝約１００g

上分地区門屋地域からスタート

次回は平成２６～２８年生
まれで９月・１０月が誕生
日の子（町内に住所を有
すること）を募集しま
す。
掲載を希望する方は、

役場広報編集委員会まで
写真を送付してくださ
い。締切は８月１５日です。

ふじもとしん た ろう

藤本晋太郎くん
H２８．８．８（１歳・男）
阿野字歯ノ�
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さっとゆでる
冷凍オクラは
自然解凍
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